
 

 

 

アンケート回答締切：７月１５日（金）１７：００ 

 

 

 

 

 

 

ふりがな 

団体名 

 

記入者欄 

役 職 

 

お名前 
 

 

ご住所 
〒   － 

北九州市 

ご連絡先 
TEL 

FAX 
E-mail 

 

 

主な 

活動分野 

 活動開始年               年 

スタッフ 常勤・非常勤（   ）名 うち、有給（   ）名 

 

◆別紙（２枚目）の質問をご覧のうえ、ご回答をお願いいたします。 

質問 回答欄 

Ⅰ 

（1） 「協働」という言葉を知っていましたか。  

（2） 貴団体では、「協働」によるまちづくりを進めることが必要と思いますか。  

Ⅱ 

（１） 貴団体では行政、一般企業、他団体等と「協働」して事業を実施したことはありますか。  

（2）（1）で「ある」を選択した場合、【協働相手（差支えなければ、名称）】【内容】【課題（複数回答可）】について主な事例（３つまで）をあげてください。 

事例１：【協働相手（     ／名称                          ）】【内容（     ）】【課題（                                  ）】 

事例２：【協働相手（     ／名称                          ）】【内容（     ）】【課題（                                  ）】 

事例３：【協働相手（     ／名称                          ）】【内容（     ）】【課題（                                  ）】 

（3） 今後、行政や一般企業、他団体等と「協働」して事業に取り組みたいと思いますか。  

Ⅲ 

（１）◆貴団体が企業に向けて提供できるサービスや商品（例：女性向けストレッチ指導[1時間 15,000円、20名まで]など） 

◆地域の課題を解決するために提供できる団体独自のノウハウやプログラム（例：シニア向け健康指導[1時間 5,000円、15名まで]など） 

（2）貴団体が企業に望むものは何ですか。（3つまで）  

Ⅳ （1） 企業との交流の機会やビジネスマッチングに興味はありますか。  

  

 

 

 

北九州市市民文化スポーツ局 地域・人づくり部 市民活動推進課 

企業と NPO との協働に関する調査 NPO用 
北九州市における多様な主体によるまちづくり推進のための基礎調査です。ご協力をお願いいたします。 

北九州市市民文化スポーツ局 地域・人づくり部 市民活動推進課 
〒806-0021 北九州市八幡西区黒崎三丁目 15 番 3号コムシティ 3階 
TEL（093）645-3104／FAX（093）645-3102 

お問合せ 

企画・運営：株式会社三角形 

◆回答はインターネット（キラキラネット／スマートフォンで右記ＱＲコードを読み取り）からも可能です キラキラネット 検索 



NPO用質問項目 

◆１枚目の回答欄に記入をお願いいたします。 

Ⅰ． 

（1）「協働」という言葉を知っていましたか。 

    １．はい        ２．いいえ 

（2）貴団体では、「協働」によるまちづくりを進めることが必要と思いますか。 

   １．積極的に推進することが必要である  ２．推進する必要がある  ３．あまり推進する必要はない        

４．推進する必要はない  ５．わからない 

 

Ⅱ． 

（1）貴団体では行政、一般企業、他団体等と「協働」して事業を実施したことはありますか。 

１．はい →以下（2）（3）へ        ２．いいえ →以下（3）へ 

（2）（1）で「ある」を選択した場合、【協働相手】【内容】【課題】について主な事例（３つまで）をあげてください。 

◆協働相手（差支えなければ、相手方の具体的な名称を教えてください。） 

１．一般企業 ２．ＮＰＯ法人 ３．ボランティア団体 ４．公益的法人 ５．まちづくり協議会 ６．行政 

◆内容  

１．共同開催（共催） ２．協働事業（資金［補助金・委託費等］提供あり）３．協働事業（資金提供なし） 

４．後援（名義のみ） ５．情報提供・情報交換  

６．事業・計画の企画立案へ参加（委員会等への団体として参画等） 

７．公共施設の管理運営受託（指定管理、管理運営委託等） 

◆課題（複数回答可） 

１．特にない ２．合意形成がうまくいかなかった ３．最初と話が違った ４．単独より時間がかかった 

５．単独より手間がかかった ６．窓口や担当がいなかった ７．継続しなかった  

８．団体のノウハウに繋がらなかった ９．資金や人的負担が大きかった 

   １０．その他（                                        ） 

（3）今後、行政や一般企業、他団体等と「協働」して事業に取り組みたいと思いますか。 

   １．積極的に取り組みたい     ２．取り組む気持ちはある     ３．あまり取り組む気はない 

４．取り組むつもりはない 

 

Ⅲ． 

 （1）貴団体が企業に向けて提供できるサービスや商品もしくは地域の課題を解決するために提供できる 

団体独自のノウハウやプログラムがありますか。あれば記入ください。 

 （2）貴団体が企業に望むものは何ですか。（3つまで選択可） 

１．活動を提供する機会     ２．団体広報の機会      ３．プログラムの広報機会 

４．社員のボランティア参加   ５．施設・設備の貸与     ６．物品や製品の寄贈 

７．商品の開発・販売      ８．寄附/会員 

９．その他（                                         ） 

 

Ⅳ． 

（1）企業との交流の機会やビジネスマッチングに興味はありますか。 

１．ある          ２．ない 

 

 

ご協力ありがとうございました。 

 

協働： 

多様な主体が地域課題の解決のため、目的を共有し

ながら対等な立場で協力して進める非営利活動。 


